
１．施策の概要

321



取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・「4．行政サービス充実のためのオフィス環境整備」や「6．公民連携した市駅周辺の空間づくり」において
一部未達成であるものの、施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「組織変更や人員の増減にフレキシブルに対応しやすいユニバーサルレイアウトを採用したのべ職員数」に
ついては、目標を達成している。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度59.2%】
・年代別では、20歳台が最も高く、82.9%である。最も低いのは、60歳台で54.8%であった。
・枚方市を住みよいと感じる人の80.1%が満足しており、住みよさにつながる指標であることが読み取れる。
・昨年度と比較すると全体では、19.3ポイント増加し、特に若者世代（24歳以下）では29.5ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし

※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし

※関連指標なし
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施策の分析

・「1．枚方市駅周辺地区第一種市街地再開発事業の推進」、「2．枚方市駅周辺再整備ビジョンの推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はと
もに高く、令和6年のステーションヒル枚方のオープンや市駅前行政サービスフロアの開設の影響もあり、市民の関心の高さがうかがえる。
・「5．新庁舎整備の検討」、「6．公民連携した市駅周辺の空間づくり」の関心・期待度・ニーズと取組満足度は平均的である。
・「4．行政サービス充実のためのオフィス環境整備」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

枚方市駅周辺の賑わい・魅力
18_01 枚方市駅周辺の再整備

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

59.2% 16.2% 24.6%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

24.6％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

事業未着手及び検討段階の取り組み
・外周道路などの整備

目指すべき姿
（施策満足
度）『枚方市
駅周辺の賑わ
い・魅力』に
紐づく全取り
組み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 18_01 枚
方市駅周辺の
再整備』に紐
づく取り組み
⇒赤ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、引き続き、市駅周辺の再整備を計画に基づき進めるとともに、関係機関と連携しなが
ら中心市街地の賑わい創出や防災性の向上等につなげていく。

・市駅周辺の道路整備により、交通機能の強化や市民の利便性の向上を図る。

・効果的な手法で市民へPRを行っていく。

施策評価員による評価

・おおむね目標値、あるいは目標値を上回る実績が得られており、市民満足度も非常に高いという結果であること
から、当該施策を継続することで枚方市に対する市民の愛着や定着にもつながる。しかし、その後、それ以上の変
化や発展がなければ、愛着や定着への低下にもつながりかねないため、市民の声も取り入れながら、変化し続ける
枚方市（駅）であることをより一層期待する。
・市駅周辺の再開発により、施策が市民満足度の向上につながったと評価できる。
・枚方市駅周辺の再開発事業については市民の関心が高い一方で、新庁舎の建設・移転が難航している状況にある。
課題解決を図り、連鎖型まちづくりを成功させていただきたい。
・内部評価に示されているとおり、枚方市駅周辺の再開発が市民満足度向上につながっており、今後枚方市駅の電
車やバスの乗降者数の推移などを見ていくことが、より人が集い合えているかどうかに関する指標の一つとして見
えやすいのではないか。
・長期的なビジョンを共有できるかどうかが重要であり、社会経済的な動向も変化しており、衰退が前提となる中
でのコンパクト化を改めてコンセプトにする方法もある。北口再開発の成功をてこにして、再整備ビジョン等の推
進に向けての新たな動きをつくっていってはどうか。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、「１．親子で楽しめる屋内の遊び場の設置やみどりの大空間の整備」において、進捗
に課題があるものの、目標に向けて進行中である。

【施策指標】
・「ホテルとの連携実績数」について、未達成である。

市民満足度の分析

【満足度59.2%】
・年代別では、20歳台が最も高く、82.9%である。最も低いのは、60歳台で54.8%であった。
・枚方市を住みよいと感じる人の80.1%が満足しており、住みよさにつながる指標であることが読み取れる。
・昨年度と比較すると全体では、19.3ポイント増加し、特に若者世代（24歳以下）では29.5ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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施策の分析

※事業未着手及び検討段階の取り組みであり、取り組みが２つのためマトリクス分析不可

・親子で楽しめる屋内の遊び場の設置やみどりの大空間の整備
・バンケット付きホテルの創業支援

枚方市駅周辺の賑わい・魅力
18_02 枚方市駅周辺の賑わいづ

くりの創出

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

59.2% 16.2% 24.6%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

24.6％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、枚方市駅周辺にさらなる賑わいを生み出し、その賑わいが維持されるよう取り組み
を推進する。

・「１．親子で楽しめる屋内の遊び場の設置やみどりの大空間の整備」について、引き続き、市民や有識者などか
らの意見聴取によりニーズ把握を行い、満足度向上に向けた取り組みを推進していく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策としては、「１．百済寺跡の築地塀再現や楠葉台場跡へのシンボル設置」については、百済寺跡の築地
塀再現は令和6年度に整備が完了しており、楠葉台場跡へのシンボル設置に向けては検討中である。その他に
ついては、目標達成に向けて計画通り進捗している。

【施策指標】
・「レファレンス等利用件数」、「文化財活用事業満足度」、「枚方宿鍵屋資料館の年間来館者数」について
は目標を達成している。
・「特別史跡百済寺跡と楠葉台場跡が内外に誇れる観光資源であると思う市民の割合」、「旧田中家鋳物民俗
資料館の年間来館者数」及び「大型観光バスで特別史跡百済寺跡に見学に来た団体観光客数」が目標未達成で
ある。

市民満足度の分析

【満足度30.3%】
・年代別では、19歳以下が最も高く、50.0%である。最も低いのは、60歳台で24.7%であった。
・枚方市を住みよいと感じる人の44.1%が市の観光資源が生かされ、人々の交流が盛んに行われている環境に
満足している。
・昨年度と比較すると全体では、11.4ポイント増加し、特に高齢者世代（65歳以上）で、15.6ポイント増加し
た。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．百済寺跡の築地塀再現や楠葉台場跡へのシンボル設置」の取組満足度は高く、メディアで取り上げられたことなどが要因の一つであると考
えられるが、関心・期待度・ニーズはやや低い。
・「２．郷土史に対する理解の促進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高く、『新版楽しく学ぶ枚方の歴史』の発刊等が要因の一つで
あると考えられる。
・「３．文化財の普及啓発と活用」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。

観光資源が生かされている
19_01 歴史文化遺産の活用と情

                報発信の充実

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

30.3% 25.3% 44.4%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

36.6％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『観光資
源が生かされ
ている』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 19_01 歴
史文化遺産の
活用と情報発
信の充実』に
紐づく取り組
み⇒赤ダイヤ
◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続き市の歴史文化遺産の情報発信を強化していくとともに、観光コンテンツの
一つとして、観光施策と連携の上推進することで、取組満足度の向上と来場者の増加といった指標の目標達成に向
けて取り組む。

施策評価員による評価

・特別史跡百済寺跡への団体観光客数について、今後も継続して目標値を大幅に下回るようであれば、目標値の見
直しを図ったほうがよいのではないか。
・文化財等の保護、資料収集整理、その情報発信は、着実に進める必要があるが、同時にその活用があって、市民
満足につながるため、積極的な活用策を検討されたい。観光のみならず、地場産業振興、教育、福祉、心身の健康
づくりなどとの連携も考えられる。
・既存施設の来場者数が指標になり易いのだろうが、枚方エリアの社会、文化資本を意識した、枚方の魅せ方を研
究したい。北河内エリアはかつて要衝の地であり、数多の人や物資が行き交い、ダイナミックな時間、歴史の流れ
を、立体的に紹介、展示する「場」があってもいい。「継体天皇」「楠葉・平野山瓦窯跡群」「百済王氏」「寺内
町」「淀川水運」「台場」など、多くの歴史的資産で関係する他エリアと、つながることで新たな来場者の掘り起
こしにもなるのではないか。文化財課と協働して、歴史・芸術・科学技術・自然などに関する資料を収集・保管・
研究・展示する場や機会を検討することで、枚方の次世代へのアイデンティティの継承になるのではないか。
・各取り組みを深化させて、魅力向上に取り組んでいただきたい。一方で、各課が独自に施策を展開するのでなく、
各施策に観光・広報部局が関与し、本市として一体的に観光施策が展開できるよう推進していただきたい。
・枚方市民の郷土史の理解は、枚方市への愛着が高まることにつながる。また市外に対する情報発信は観光促進や
付随する産業の発展にもつながるため、引き続き実施いただきたい。
・「ブラタモリ」を拝見し、東海道五十七次は大変ロマンのある話であるので、それにあやかった講座（試食や記
念品の配付なども含む）が時折開催されてもよいのではないか。（市外からも歴史ファンの方々が集われるように
思う）。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できいる。
・「１１．農業体験や古民家を活用した観光ビジネスの支援」は、古民家の所有者と事業者との協議が事業を
進める上での課題である。

【施策指標】
・「新たな観光情報発信拠点利用者数」、「舟運イベント乗船客数」、「東部地域の古民家を活用した観光施
設の数」、「創出観光コンテンツ数」、「民間活力を活用したプロジェクトの実施数（累計）」、「共創によ
り生まれた特産品の数」、「誘客につながる参加体験イベント数」、「空飛ぶクルマビジネス共創部会の事業
数」、「にぎわい空間創出事業来場者数」は、目標を達成している。
・「観光消費推計額」、「淀川河川敷枚方エリアの活性化（全体）」、「枚方まつりの来場者数」、「にぎわ
い空間創出事業来場者数」や「本市への訪日外国人旅行者数」については未達成だが、目標には近づいている。
イベントに関する取り組みは、気候の影響や実施時期の変更等が未達成の原因としてある。

市民満足度の分析

【満足度30.3%】
・年代別では、19歳以下が最も高く、50.0%である。最も低いのは、60歳台で24.7%であった。
・枚方市を住みよいと感じる人の44.1%が市の観光資源が生かされ、人々の交流が盛んに行われている環境に
満足している。
・昨年度と比較すると全体では、11.4ポイント増加し、特に高齢者世代（65歳以上）で、15.6ポイント増加し
た。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし

※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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施策の分析

・「１．観光マーケティング」、「４．まちなみや町家の保全」、「５．天野川の景観や歩行空間の整備」、「６．淀川舟運の充実（淀川舟運の定期運航）」の関心・期待
度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「２．新たな観光情報発信拠点の整備」は市民の関心が高いものの、取組満足度は低い。
・「９．東部地域の活性化」、「１７．大阪・関西万博への子どもたちの複数回無料招待」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「「１０．「癒しの郷氷室・津田～美Healthプロジェクト」の推進」、「１２．地域資源を活かした観光コンテンツの創出及びツーリズム化」、「１３．市内大学生や留学
生とともに体験型コンテンツの創出とプロモーションを推進」、「１４．ひらかた万博共創プラットフォームによる共創の促進」、「１５．地域資源を活かしたパビリオン
事業の実施」、「１８．大阪・関西万博における自治体参加催事出展」、「１９．枚方フェスティバル協議会の支援」、「２０．にぎわい空間の創出」の関心・期待度・
ニーズと取組満足度はともに低い。

観光資源が生かされている
19_02 観光施策の推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

30.3% 25.3% 44.4%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

36.6％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『観光資
源が生かされ
ている』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 19_02 観
光施策の推
進』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆

事業未着手及び検討段階の取り組み
・枚方宿エリアに新たな観光スポットを創出
・水辺アクティビティの展開
・サイクルロードの中継ポート整備
・農業体験や古民家を活用した観光ビジネス

の支援
・「空飛ぶクルマ」の発着場整備
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、コンテンツの増加により満足度は高まりつつあるため、引き続き、課題を検証した
上で各取り組みにおいてターゲット層のニーズに合った取り組みを推進していくとともにPRの強化を行う。
・「４．まちなみや町家の保全」については、まちなみや町家の保全を実現する方法について引き続き検討する。
・「１１．農業体験や古民家を活用した観光ビジネスの支援」について、古民家所有者と地域の意向を踏まえたう
えで、実施可能な事業者を探すとともに、情報収集を行いながら、農泊等の実現を目指す。

施策評価員による評価

・「11．農業体験や古民家を活用した観光ビジネスの支援」については、事業者の初期投資額・収益性・継続性を
踏まえた上で、支援を行っていただきたい。
・枚方市が活気あふれる魅力のあるまちになることについては喜ばしいことではあるが、目標値の設定が現実的で
あるかという点と、目標値を達成することにより、枚方市として観光客を受け入れる器の大きさは適切であるかと
いう点について検証していく必要があるのではないか。様々なイベントなどを企画・運営する中で、より多くの
方々に枚方市へ足を運んでもらうことは喜ばしいことではあるが、その反面、「オーバーツーリズム」のように、
受け入れすぎることによる弊害への対応も並行して検討する必要があるのではないか。
・各取り組みを深化させて、魅力向上に取り組んでいただきたい。一方で、各課が独自に施策を展開するのでなく、
各施策に観光・広報部局が関与し、本市として一体的に観光施策が展開できるよう推進していただきたい。
・観光資源の活用と発信、交流機会の創出には、やはり足元の観光資源の磨き上げや再発見が必要である。魅力的
なストーリーとともにアピールすることで、交流が大きく増えることになる。交流が交流を呼ぶ状態をどう作るか、
資源やそれを活用したアクティビティなど、多様な可能性がある。
・特産品開発やツアー開発は限界が大きいが、チャレンジとしてはじけるものを目指す必要があるかもしれない。
舟運や宿場、河川敷利用などは自然資源や文化資源の活用として定着しており、注目も集めやすいので、さらに活
用を考える余地があるのではないか。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「ひらかた市民大学の参加者数」は目標を達成している。「子ども大学探検隊の参加者数」は未達成だが、
目標には近づいている。「市と大学との連携事業に参加した学生数」は未達成である。

市民満足度の分析

【満足度30.3%】
・年代別では、19歳以下が最も高く、50.0%である。最も低いのは、60歳台で24.7%であった。
・枚方市を住みよいと感じる人の44.1%が市の観光資源が生かされ、人々の交流が盛んに行われている環境に
満足している。
・昨年度と比較すると全体では、11.4ポイント増加し、特に高齢者世代（65歳以上）で、15.6ポイント増加し
た。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．「学園都市ひらかた」の実現」、「２．ひらかた市民大学の開催」の関心・期待度・ニーズは高いものの、取組満足度が低い。
・「３．子ども大学探検隊の実施」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

観光資源が生かされている
19_03 若者の交流機会の創出

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

30.3% 25.3% 44.4%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

36.6％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『観光資
源が生かされ
ている』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 19_03 若
者の交流機会
の創出』に紐
づく取り組み
⇒赤ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、学園都市ひらかたとして、より多くの市民が大学との連携事業に参加できるよう、各大学の特徴を活
かした事業展開に向けて働きかけを行い、市民と大学との距離を縮め、街の魅力である学園都市ひらかたの実現に向けて、大学との
連携体制をさらに強化していく。
・ターゲット層のニーズをあらためて調査・把握をしたうえで、ニーズに合った取り組みをより一層進めることで参加者の増加と満
足度の向上を目指す。

施策評価員による評価

・おおむね目標値に、あるいは目標値を上回る実績が得られているが、当該施策の魅力検討や魅力発信もより取り入れることで、市
民への意識の広がりや満足度のさらなる向上を期待する。

・いまだに部分的な連携にとどまっており、施策の抜本的な見直しが必要である。学園都市を標榜して、大学との協働関係を活かす
のであれば、多面的な交流連携を組み立てる必要がある。大学との連携は現段階では、絞り込むよりも広げていく方が可能性は大き
いと思われる。大学も生き残りをかけて活動しなければならない状況にある。

・大学施設が多く立地しているものの、それを活かした市民満足度を高める取り組みが行われているとは思われない。各大学にとっ
てもメリットのある形で、より強力なパートナーシップを構築できるように、コーディネート力を強化していただきたい。

・目標は良いのだが、取り組みのテーマや市民への周知、またニーズの把握にも課題があると思われ、それがマトリクス分布に表れ
ているのではないか。

・「２．ひらかた市民大学の開催」や「３．子ども大学探検隊の実施」は、市内の大学と市民が交流する事業としてよい事業である
と感じるが、施策名称である「若者の交流機会の創出」という点では、実施内容と一致しないように感じる。

・大学もブランディング向上のために、行政や地域密着の取り組み発信を大切にされている傾向にあり、それぞれのターゲット層が
何に関心を持っているかについても協議しながら、関係者が過重な負担にならない範囲で、より魅力のある取り組み実現を期待する。
また、インスタなどのSNS発信や、ターゲット層が市内のイベント等で集まる際に、当該施策の取り組み（子ども大学探検隊）案内を
配付できるようにするなど、スケジューリングの調整も行ったほうがよい。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要

362



取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、計画通りに進めることができており、指標も達成している。

【施策指標】
・「海外友好都市との交流をはじめとする国際交流事業の参加人数」は目標を達成している。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度30.3%】
・年代別では、19歳以下が最も高く、50.0%である。最も低いのは、60歳台で24.7%であった。
・枚方市を住みよいと感じる人の44.1%が市の観光資源が生かされ、人々の交流が盛んに行われている環境に
満足している。
・昨年度と比較すると全体では、11.4ポイント増加し、特に高齢者世代（65歳以上）で、15.6ポイント増加し
た。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

364



施策の分析

・「１．国際交流の推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

観光資源が生かされている
19_04 国際化施策の推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

30.3% 25.3% 44.4%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

36.6％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『観光資
源が生かされ
ている』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 19_04 国
際化施策の推
進』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆

365



５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性としては、交流の在り方などを見直すことで、継続的かつより効果的な交流が図れるように調整を
行いながら、取り組みを進める。

施策評価員による評価

・国際交流の枠組みを変えるつもりがなければ、現状のままで進むしかないが、ほとんど政策効果はなく、市民満
足度に貢献はないのではないか。

・目標値を上回る実績が得られているが、マトリクス分析では、「国際交流の推進」が関心・期待度・ニーズと取
組満足度ともに低いことからも、インスタなどSNSによる発信なども効果的ではないか。

・マトリクス分析のとおり、一般的な市民目線では関心が低く、生活に直結しない施策であると感じる。

・国際的な交流が特別なものではなくなっている今日において、交流の在り方の見直しは必要な取り組みである。

・国際交流の推進を通して、子どもさんを中心に価値観や文化、宗教などが異なる人たちとの交流は私たちの価値
観や視野を広げることにもなり、多様性や世界平和、環境問題などにもふれられる可能性のある貴重な機会といえ
る。

・市内には関西外国語大学もあるので、学生の力も借りた取り組みを進めることにより、市外から来ている学生さ
んの枚方市への愛着や定着にもつながるのではないか。

・人口減少、労働力人口の払底、地域経済や大学の活性化などを考えると、外国にルーツを持つ市民が大きな役割
を果たす時代に入ろうとしている。これにどのように対処されようとしているのか、基本的な方針を考えていく必
要がある。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要

367



取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できてる。

【施策指標】
・「地域就労支援センター相談者等のうち就労に結びついた人数」が未達成だが目標には近づいている。「就
労決定した者のうち、就労定着３カ月以上した人数、及び就労自立し保護廃止となった人数」、「就労支援対
象者（生活保護受給者・生活困窮者）のうち就労に結びついた人数」の指標は目標を達成している。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度24.3%】
・年代別では、30歳台が最も高く、35.0%である。最も低いのは、60歳台で16.8%であった。
・正規雇用の市民ほど市内での産業活動への満足度が高い傾向にある。
・昨年度と比較すると全体では、3.8ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「２．地域の就労支援と雇用対策」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「３．生活保護受給者の自立支援」と「４．生活困窮者の自立支援」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「１．奨学金の返還支援」は令和7年度から実施する。

枚方市内での産業活動
20_01 雇用対策の充実

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

24.3% 16.9% 58.8%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

58.5％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『枚方市
内での産業活
動』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 20_01 雇
用対策の充
実』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、庁内外の関係機関と連携しながら、さらなる支援体制の強化に努め、就労支援につ
いては、将来的な就労につながる社会参加への支援も含め、民間活力を生かしながら充実を図る。また、施策満足
度が24.3％と低いため、取り組みの周知強化にも取り組む。

・「３．生活保護受給者の自立支援」は、指標を達成しているが、利用者の事業への理解を得ることに課題があり、
職員への研修を行うことで、プログラムに安心して利用してもらうことに取り組む。それにより利用者を増やし、
就労決定者の増加と定着支援に力を入れ、利用者の自立向上を目指す。

施策評価員による評価

・おおむね目標値、あるいは目標値を上回る実績も見られるが、就職氷河期世代等へのきめ細やかな支援の仕組み
も求められているのではないか。
・おおむね、目標値を達成しており、引き続き事業の推進に取り組んでいただきたい。
・引き続いて産業部門・福祉部門または職業安定所などの関係機関とが連携し、今後も取り組んでいただきたい。
・現在の対象者の範囲では施策や事業は的確に進んでいるといえるが、経済活力を生み出すという観点では、潜在
的にある労働力を活かせず、また中小企業者の人材不足を補うことができず、不十分な雇用対策である。一人一人
の労働条件と労働環境、事業者の雇用条件とのマッチングをすることができる総合的な雇用対策に転換することが
重要である。とりわけ福祉的な観点での就労対策は、こうした総合性を発揮するための諸条件をより多く持ってい
ることから、取り組み事例として適切となるのであり、その雇用を実現できる施策や事業が用意される必要がある。
・生活保護受給者への就労支援や就労定着支援のような支援内容が一定の効果があるようであれば、就職氷河期世
代や就職活動で思うような結果が出なかった若者に向けても同様の支援を行うことがよりのぞましい。長期にわた
り社会との接点が難しかった市民や、就職活動や就労に起因する心身不調の市民、その家族などへの伴走的支援は、
自立促進になることや、事業所の人手不足解消も期待できるのではないか。

６．施策評価員による評価【外部評価】

373



１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・指標について、測定が可能な指標についてはすべて目標値を達成している。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度24.3%】
・年代別では、30歳台が最も高く、35.0%である。最も低いのは、60歳台で16.8%であった。
・正規雇用の市民ほど市内での産業活動への満足度が高い傾向にある。
・昨年度と比較すると全体では、3.8ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし
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施策の分析

・「８．商店街等の活性化促進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「５．地域産業基盤の強化」と「６．中小企業の魅力発信支援」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「２．地域一体型のオープンファクトリーの開催」、「７．中小企業の設備導入等支援」の関心・期待度・ニーズと取組満足度は低いが、市民の
日常生活に直接関わるものではないことが要因のひとつと考えられる。
・「４．工場立地法に係る緑地規制基準の緩和」は、現在、令和７年度中の緑地及び環境施設基準の見直しを進めている。

枚方市内での産業活動
21_01 市内産業の活性化

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

24.3% 16.9% 58.8%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

58.5％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

事業未着手及び検討段階の取り組み
・ふるさと納税を活用した商品開発支援
・市外企業の誘致と市内企業の移転防止

目指すべき姿
（施策満足
度）『枚方市
内での産業活
動』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 21_01 市
内産業の活性
化』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、現行の取り組みについて、関係機関と連携の上、当事者や事業者の状況・ニーズを
把握し、活性化に向けた効果的な支援を継続する。

施策評価員による評価

・目標値を上回る実績が得られており、市民満足度もかなり高いという結果であることから、当該施策を継続・発
展させることで、市民への意識の広がりや満足度のさらなる向上を期待する。
・マトリクス分析では、オープンファクトリーは、関心・期待度・ニーズが低いが、市民満足度は昨年度よりかな
り高いことからも、継続して取り組むことに意義があり、可能な範囲で、市民の声もより反映しながらのオープン
ファクトリーの開催を検討いただきたい。
・支援の対象となる事業者の声を聞き、枚方市の産業発展に有効な施策の企画や運営を期待する。
・従来の産業構造のまま停滞していくことでよいのであれば、現状で問題はない。新規の開業や起業を求めるので
あれば、これまでの事業中心の対策を組み替えていく必要がある。
・住宅都市として縮小段階に入っていることを考えると、現在の事業所の維持存続を第一に考えることでよい。そ
のための支援制度などは多面的に整っている。一方、革新的な市場への変化を求めるのであれば、方法は全く異な
り、資源の振り向け先も大きく違ってくる。例えば、施策21_02の創業支援のように、創業企業を中心的な柱に据
えて、イノベーティブな産業構造に組み替えていくこと、従来の産業についてはビジネスモデルを組み替えていく
ことを求めるような姿勢も必要である。そこでは、例えば市役所はベンチャーキャピタルのような投資行動をとる
ことになる。すでに部分的に実施されているが、さらに幅広く大学や企業とも連携して、新規開業や新規開発に比
較的少額のしかし多くの件数の資金を「ほとんど無駄遣い」し、しかし「ほんの一部は成功」とする覚悟が必要と
なる。こうした試みは金融を含めて大手も関心が強いのではないか。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、いずれの取り組みも計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・「地域活性化支援センターにおける経営相談の件数」、「地域活性化支援センターの創業支援を受けて創業
した件数」、「地域活性化支援センターの若手起業家支援を受けて新産業を創出しようとする事業者のうち、
事業着手した割合」は目標を達成している。

市民満足度の分析

【満足度24.3%】
・年代別では、30歳台が最も高く、35.0%である。最も低いのは、60歳台で16.8%であった。
・正規雇用の市民ほど市内での産業活動への満足度が高い傾向にある。
・昨年度と比較すると全体では、3.8ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．創業・起業の支援」、「２．新産業の創出」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。

枚方市内での産業活動
21_02 創業（起業）できる環境

                づくりの充実

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

24.3% 16.9% 58.8%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

58.5％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『枚方市
内での産業活
動』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 21_02 創
業（起業）で
きる環境づく
りの充実』に
紐づく取り組
み⇒赤ダイヤ
◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、関係機関と連携を図りながら、切れ目のない創業・起業支援を実施する。

・地域活性化支援センターでは、「手厚いサポートのある関西一創業しやすい街枚方」を目指し、より利用者同士
の交流を図り、ビジネス面での相乗効果が期待できるとともに多くの方の知見を活用できるコミュニティ型の支援
施設として運営することで、支援の充実化と満足度の一層の向上を図る。

・「テイクオフ補助金を受けた事業者の５年後の生存率」は、令和７年度に効果測定を行い、より効果的な事業実
施に向けた検討を進める。

施策評価員による評価

・目標値を上回る実績が得られており、市民満足度もかなり高いという結果であることから、当該施策を継続・発
展させることで、市民への意識の広がりや満足度のさらなる向上を期待する。
・いずれの目標も達成しており、引き続き、取り組みを推進していただきたい。
・地域活性化支援センターの利用状況や創業者・創業希望者のニーズに基づき、産業支援機関・金融機関と連携し、
引き続き柔軟な支援・運営を行っていただきたい。
・今後、枚方市駅周辺の再開発に伴い、例えば、インキュベートルームを枚方市駅周辺に移転することで、より多
くの市民の目にふれやすいことにもなり、起業家の方々の業務の効率化や効果にもつながる可能性があるのではな
いか。市内には大学も多くあるため、大学との協働での新たな分野への着手やビジネスにもつながりやすいのでは
ないか。
・創業と起業については、ある程度は施策目標を達成しているので、市民満足度に大きな影響のない項目であるこ
とから現状でよいともいえる。その一方で、未来への投資をしておきたいということであれば、資金、場所、機会、
知識、人的資源などを動員して、新たなマーケットや事業モデルを創造する活動が必要となる。ただし、後者の活
動はすべて成功するという保証は全くない。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべて計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・「新規就農者（研修修了生）の延べ耕作面積」、「認定農業者及び認定新規就農者」、「新たなエコ農産物認
証申請人数」、「市内各所での「ふれあい朝市」実施団体への支援団体数」については目標を達成している。
・「農業ふれあい体験者数」や「食農体験学習体験者数」は天候や協力農家の確保等の影響で未達成となったが、
応募初日に定員が埋まるイベントもあり、目標には近づいている。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度19.0%】
・年代別では、20歳台が最も高く、34.1%である。最も低いのは、19歳以下で6.3%であった。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、農業の活性化の満足度が高い傾向にある。
・昨年度と比較すると全体では、0.3ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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施策の分析

・「２．本市の特産物を活かした新たな商品開発」、「４．農畜産物の販売支援」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。・
・「１．新規就農者の育成支援」、「３．農業の産業化の促進」の関心・期待度・ニーズは高く、取組満足度は高くない。
・「５．農業ふれあい体験の実施」の取組満足度は高いものの、関心・期待度・ニーズが低い。

「農」を守り、生かされている
22_01 農業の担い手の育成、就農

                促進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

19.0% 25.2% 55.7%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

55.7％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『「農」
を守り、生か
されている』
に紐づく全取
り組み⇒青丸
●

上記のうち施
策シート
『 22_01 農
業の担い手の
育成、就農促
進』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、農業の担い手及び農地の減少が市民のイメージにある中で、持続可能な農業を実現す
るには、若い世代（24歳以下をはじめ幅広い世代において農への関心を高め、新規就農者を含めた次世代の農業を
担う者の育成・確保に取り組む。そのため、実行計画に基づく取り組みの推進を行う。

・多くの市民に農業の重要性を認知してもらう取り組みと、生産者と消費者一体で商品を育てていくことを通して
認知度を上げ、満足度の向上につなげていく。

・「５．農業ふれあい体験の実施」については、指標の目標達成をめざす取り組みを進める。

施策評価員による評価

・おおむね目標値、あるいは目標値を上回る実績が得られており、市民満足度も少し高いという結果であることか
ら、当該施策を継続・発展させることで、市民への意識の広がりや満足度のさらなる向上を期待する。
・農業に対する関心・期待度・ニーズの高まりが、マトリックス分析から読み取ることができる。進路の一つとし
て就農が認識されるよう、教育委員会・学校との連携なども検討できるのではないか。
・新規就農者他農業者の育成において、初期投資額・収益性・継続性を鑑みて、今後も支援を行っていただきたい。
・今年は、米不足や食料品の高騰など、食に特化したニュースなども目に入るようになり、就農や食に対する関心
の度合いが市民の間で高まっているように思う。そのため、こういうときだからこそ、食の安全や豊さ、孤食では
なく共食の良さなどを実感できるイベントや講座が今後開催されてもよいのではないか。
・内部評価では目標を達成できている項目もあることから、着実に施策を進めて満足度を上げると訴えている。こ
うした努力は重要だが、不満足が多い状況を変えるには、やはり抜本的な改善が必要である。全国的には進んでい
るのだが、都市農業についてもそのイノベーションを考えなければならない。DXあるいはICTによる従来型の農業
からの脱却を進めながら、自家消費農業あるいは自然農型の高付加価値化を目指すことも考えられるのではないか。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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